平成○○年度　個別の教育支援計画（Ａ．Ｂ共通、中学校）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　益田市立○○中学校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作成者：

［個人プロフィール　Ⅰ］

	年　　生徒名：　　　　　　　　　　　性別：　　　年齢：　　　　　生年月日：

	家族関係
	本人との関係
	　　　　備考
	本人との関係
	　　　　　備考

	
	父
	
	弟
	小学校○年

	
	母
	
	祖父
	

	
	姉
	中学校○年
	祖母
	

	診断名及び診断機関
	・△△△△（診断名）　　　　　○○病院　　（Ｈ〇年〇月）


	医学的情報
	[相談歴]

・○○眼科　　　　　（Ｈ〇年〇月）

・△△子ども病院　　（Ｈ〇年〇月）

・□□大学　○〇教授（Ｈ〇年〇月）
	[健康状態・服薬等]
・平成〇年〇月より、△△△△△（□㎎）を１日２回服用

	福祉的情報
	［相談機関及び相談歴］

・ＮＰＯ法人○○○○（Ｈ○年○月～）　

・児童ディサービス△△△（Ｈ○年○月～

　Ｈ○年○月）
	［取得している手帳］

	
	
	種　　類
	等級・番号
	発行等

	
	
	療育手帳
	
	

	
	
	身体障害者手帳
	
	

	
	
	精神保健福祉手帳
	
	

	成長の記録
	※特記すべき情報を記入する。
[出生期]

[乳児期]

[幼児期]


	※特別な支援の開始や、特別支援学級への入級等に関わる情報を記入する。

[小学校期]
	※特別な支援の開始や、特別
支援学級への入級等に関わる情報を記入する。

[中学校期]

	生活情報
	［生活時間］

平日　　　　　　　　　　休日

５：００

起床　　６：００

朝食　　７：００　　起床・朝食
登校　　８：００　　部活等
９：００　　
１０：００

１１：００

１２：００　　昼食

１３：００　　部活、自由時間
１４：００

１５：００

　１６：００　　ダンス教室
　１７：００　　

塾　１８：００　　帰宅
　１９：００　　夕食・入浴
夕食・入浴　２０：００　　宿題、自由時間
宿題　２１：００　　

就寝　２２：００　　就寝
２３：００


	［生活地図］




　　　　　　　




平成○○年度　個別の教育支援計画　Ａ（中学校）
[個人プロフィール　Ⅱ　№１]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒名：

所見　指導・支援に役立つ内容で、同年齢の子どもとの比較において得意な面と不得意な面の両面を記述する。
	認知・学習面
	聞く
・視線がそれて、話者に注意を集中させて聞くことが難しい。

・難しい言葉を記憶している反面、意味を正しく理解していないことが多く、誤った理解をしてしまうことがある。

話す
・問われたことに返答することはできるが、自分の考えていることを順序立てて文章で話すことはやや難しい。
読む
・言葉通りの理解はできるが、背景にある登場人物の心情や場面の状況を読み取ることは苦手である。

書く
・書き順は本人独特。はねの方向、線の交わり等を意識して書く習慣は身についていない。記憶することが難しいため、漢字をつかって文章を書くことが苦手である。

計算する
・小学校５年生程度の内容理解。分数は苦手。四則計算はできるが、繰り上がりを忘れる、繰り下がりを間違うことがあり、正確さにやや欠ける。

推論する
・文章から、ものごとをイメージすることは難しい。身の回りにあるものを使い具体的な説明が必要である。

	生活面
	※基本的な生活習慣、健康・安全、遊び、手伝いに関する知識・技能・習慣の定着等について記述
・メモしたものを見るのを忘れるため、宿題・教科書等の学習用具がそろわないことが多い。
・終礼時、落ち着いて身辺を整理整頓することで必要なものとそうでないものの分類ができるようになりつつある。

	社会生活面
	行動の自己調整
	· 様々な場面における適切な行動を自分で判断して行う能力や場面にそぐわない不適切な様々な行動　
について状態を記述
・興味・関心があるものに対しては、集中して取り組むが、苦手なことや難しそうと感じることに対しては、すぐにあきらめたり、取りかかるのに時間がかかったりする。そのような時は、友達からの誘いがあれば、気持ちの切りかえができる。

	
	対人関係
	· コミュニケーションに使えるスキル、人からのかかわりの受け取り方、自分から人への関わり方等
について状態を記述
・自分から友達に話しかけることは少ない。声をかけてくれる人のところに加わり、一緒に活動をする。

・強い口調で伝えられると、表情では困った様子がうかがえるが、自分の気持ちをうまく伝えられず涙が出ることがある。

	身体面
	※以下のような内容について、必要に応じて記述すること

 eq \o\ac(○,視)眼鏡によっても両眼とも視力が0.３未満であり、通常の教科書等の文字が判別しにくい。
 eq \o\ac(○,聴)両耳とも５0㏈未満の音は聞き取りにくく、補聴器を利用している。

 eq \o\ac(○,言)吃音（ブロック）のため、思いをもっていても言葉が出てきにくく、話し始めるまでに1～2分を要する。言葉を出すための随伴運動もしばしば見られる。

 eq \o\ac(○,肢)頸直型両麻痺。一定の筋肉が過緊張のため，関節の稼動範囲が限られている。下肢は手術により過緊張がやわらげられており稼動範囲は上半身に比べると広い。

　 eq \o\ac(○,病)心臓疾患（術後、心不全）があるため、激しい運動は禁止である。


平成○○年度　個別の教育支援計画　Ｂ（中学校）

[個人プロフィール　Ⅱ　№１]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒名：　

所見　指導・支援に役立つ内容で、同年齢の子どもとの比較において得意な面と不得意な面の両面を記述する。
	認知・学習面
	· 中学校学習指導要領、または、特別支援学校中学部学習指導要領の「知的障害者である生徒に対する教育を行なう特別支援学校」に示された各教科の目標及び内容に照らし合わせて記述するとよい。

国語

※【聞く・話す】【読む】【書く】について、獲得している知識・技能について記述する。

社会

※【集団生活ときまり】【公共施設】【社会の出来事】【地域の様子や社会の変化】【外国の様子】について、獲得している知識・技能について記述する。

数学

※【数と計算】【量と測定】【図形・数量関係】【実務】について、獲得している知識・技能について記述する。

理科

※【人体】【生物】【事物や機械】【自然】について、獲得している知識・技能について記述する。

音楽

※【鑑賞】【身体表現】【器楽】【歌唱】について、獲得している知識・技能について記述する。

　　　　　　　　　　　

美術　　　　　　　　　

※【表現】【材料・用具】【鑑賞】について、獲得している知識・技能について記述する。

保健・体育

※【いろいろな運動】【きまり】【保健】について、獲得している知識・技能について記述する。

技術・家庭　または　職業・家庭

技術・家庭の場合

※　技術分野　【材料と加工】【エネルギー】【生物育成】【情報】、家庭分野　【家族・家庭と子どもの成長】【食生活と自立】【衣生活・住生活と自立】について、獲得している知識・技能について記述する。
職業・家庭の場合（特別支援学校学習指導要領を参考にする場合）

※【働くことの意義】【職業に関する基礎的な知識】【道具・機械等の取扱いや安全・衛生】【役割】【産業現場等における実習】【家庭の役割】【家庭に関する基礎的な事項】【情報】【余暇】について、獲得している知識・技能について記述する。
外国語　　　　　

※【英語とその表現への興味や関心】【英語での表現】について、獲得している知識・技能について記述する。



	生活面
	[基本的生活習慣]：自分で翌日必要なものを確認して準備することが難しく、忘れ物が多い。

：身だしなみを整えることが難しい。
[健康・安全]　　：
[遊び]　　　　　：※これらの項目について、獲得している知識・技能について記述

[手伝い・仕事]　：

	社会生活面
	行動の自己調整
	· 様々な場面における適切な行動を自分で判断して行う能力や場面に合わない様々な行動について記述する。

・チャイムや時計の時間を気にしながら生活することができるようになってきているが、決められた時間内に活動を終えるよう見通しを持って行動することは難しい。

	
	対人関係
	· コミュニケーションに使えるスキル、人からのかかわりの受け取り方、自分から人への関わり方について状態を記述する。

・自分からあいさつをすることは難しいが、親しい教師からされるとあいさつを返すことができる。

・相手が注意を向けていなくても、自分のペースで話を続けていることが多い。

・特別支援学級内においての友だちとの関わりは、自分の方から少しずつ働きかけて話をしたり、一緒に遊んだりすることができる。

	身体面
	※以下のような内容について、必要に応じて記述すること

 eq \o\ac(○,視)眼鏡によっても両眼とも視力が0.３未満であり、通常の教科書等の文字が判別しにくい。
 eq \o\ac(○,聴)両耳とも５0㏈未満の音は聞き取りにくく、補聴器を利用している。

 eq \o\ac(○,言)吃音（ブロック）のため、思いをもっていても言葉が出てきにくく、話し始めるまでに1～2分を要する。言葉を出すための随伴運動もしばしば見られる。

 eq \o\ac(○,肢)頸直型両麻痺。一定の筋肉が過緊張のため，関節の稼動範囲が限られている。下肢は手術により過緊張がやわらげられており稼動範囲は上半身に比べると広い。

　 eq \o\ac(○,病)心臓疾患（術後、心不全）があるため、激しい運動は禁止である。


平成○○年度　個別の教育支援計画（Ａ．Ｂ共通、小・中共通）
[個人プロフィール　Ⅱ　№２]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生徒名：

諸検査　　指導及び支援の内容を設定するのに役立つもの（各検査の最新のもの）
	〔検査名〕ＷＩＳＣ－Ⅲ知能検査
〔検査期日〕平成○年○月○日
〔検査結果〕言語性ＩＱ：△△　　動作性ＩＱ：△△　　全検査ＩＱ：△△
　　　　　　　　[群指数]　言語理解：△△　　知覚統合：△△　　注意記憶：△△　　処理速度：△△
〔所　　見〕
総合的な知的発達としては・・・・・・・・・・・・言語性IQと動作性IQとの間に有意差が認められ、解釈は慎重に行う必要がある。群指数の評価点にばらつきが・・・・・・・・・。

・言語性能力に比べると・・・・・・・・・・・・・・。

・年齢相応の結果を予測する力を・・・・・・・・・・・・・・・。

・聴覚的な短期記憶の・・・・・・・・・・・。
・単語の意味や言語的概念の理解は・・・・・・・・。
〔検査者・機関〕益田市立○○○学校　通級指導教室担当　□□□□




平成〇○年度　個別の教育支援計画（Ａ．Ｂ共通、小・中共通）
　生徒名：　　　　　　　
保護者・本人の願い

	認知・学習面
	・人に頼らずに、分からないことでも一人で考えてできるようになって欲しい。

・文章をすらすら読めるようになってほしい。

・苦手分野を努力して頑張る。（本人）
・習った漢字を感想や作文の時に使うことができる。（本人）

・計算間違いを減らすように、確かめをする。（本人）

	生活面
	・忘れ物が減ってほしい。

・学習に使う道具をそろえたい。（本人）

	社会生活面
	・ルールを守りながら、みんなと元気に過ごし、誰とも仲良くして欲しい。

・いろんな人との会話ができるようになる。（本人）

	身体面
	・皮膚のかゆみがおさまってほしい。（本人）

	進路面
	・高等学校への進学を希望。




現在利用している支援　※利用しているものを記入。利用していないものは「無し」と記入する。








益田市立○○中学校長　様
教育支援計画について了承しました。なお、情報の一部または全部を必要に応じて関係機関に開示することに同意します。
　　　　　　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　保護者名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
中学校


記入例





○○塾（火曜日放課後）





市立図書館











Ａさんの家





ダンス教室





〔検査名〕　　田中ビネー知能検査Ｖ


〔検査期日〕　　平成○○年○月○日


〔検査結果〕　　全検査ＩＱ：△△　　ＭＡ（精神年齢）〇歳〇ヶ月　　ＣＡ（生活年齢）〇歳〇ヶ月


　　　　　　　　基底年齢：〇歳


〔所　　見〕　　・検査から認められる知的発達としては・・・・・。


・初めて行く場所や活動に対して不安を感じやすく・・・・・・・・。


・語彙量が・・・・・・・・。


・３までの数概念、同意弁別の習得が・・・・・・。


〔検査者・機関〕益田市立○○○学校　通級指導教室担当　□□□□　　








〔検査名〕　　Ｋ－ＡＢＣ心理・教育アセスメントバッテリー


〔検査期日〕　　平成○年○月○日


〔検査結果〕　　＜総合尺度標準得点＞　継次処理：△△±○　　　　同時処理：△△○±○


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認知処理過程：△△±○　　習得度　：△△±○


〔所　　見〕　　本児の全般的な認知処理能力は・・・・・。


継次処理能力と同時処理能力との差に有意な差は見られず、・・・・・・・・・・。認知処理過程と習得度尺度の間にも有意な差は認められず、・・・・・・・・・・・・・・・・。


視覚的記憶、視覚―運動の協応は比較的強い力・・・・・・・・・・・・・。


十分な注意の集中を必要とする場面で適切な対処が難しく・・・・・・・・・。


〔検査者・機関〕益田市立○○○学校　通級指導教室担当　□□□□　








学　校　教　育





交流及び共同学習


交流及び共同学習を行っている学級名、教科等名等を記入する。





在籍学級での指導・支援


担任名、指導教科等名、活用している個別の支援等を記入する。





特別支援学級の


弾力的運用


活用特別支援学級担任名、指導教科等名等を記入する。





通級指導教室


設置校名、担当者名、指導時数等を記入する。





ふれあい学級


（益田市教育委員会）


担当者名等を記入する。











地域


・ＮＰＯ法人○○○





その他





本人・保護者





福祉機関


・発達障害者支援センター





医療機関


・△△病院小児科








